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令和８年９月２５日、ＪＡ愛媛８階クリスタルホールで県内

ＪＡの営農部門および信用部門の担当者等３７名が参加した研

修が開催されました。 

２部門で連携して担い手農家を支援した先進事例を学んだ

後、グループワークを実施しました。研修を通じて、ＪＡの総合

事業力を生かした支援の重要性を再確認するとともに、部門間

連携の強化に向けた認識を深める機会となりました。 

第２回 １１／１５（日） 

１６：１５～１６：３０（南海放送） 

ＪＡ農業サポート実践会議 
テーマ 

「営農・信用連携による担い手支援・情報共有の仕組みづくり」 

 

●営農支援策…品種転換、作期分散・園地整備による労働負

担軽減、スマート農業技術の導入 

●金融支援策…農業近代化資金の活用や後継者就農を見据

えた資金計画、相続・事業承継支援 

 

 

担い手支援を効果的に進めるためには営

農部門と信用部門の情報共有が重要 

「定期的な合同会議の開催」「同行訪問の

実施」「担い手情報の共有ルール化」など

今後について提案あり 

各班で架空の農業経営体を題材にして課題を整理し、

営農面と信用面の両分野から総合的な支援策及びＪＡ内

部の連携体制について意見交換を行いました。 

 

 check グループワーク 研修を終えて 

９月１日、ＪＡ愛媛果樹技術指導員会は、愛

媛県農林水産研究所果樹研究センターで、県産

かんきつの生育状況や病害虫発生状況を共有

するとともに、高温対策など異常気象に対応し

た栽培管理技術について研修を実施しました。  

 現地では、「紅まどんな」「甘平」「紅プリンセ

ス」のほ場を見学し、生育・着果状況の確認や

品質向上と安定生産に向けた樹勢管理につい

て理解を深めました。 

栽培（品種・土壌）施設合同研究部会 

県内６ＪＡ２０名の営農指導員が参加！ 

★番組内で紹介するメニューを一足早く 

味わってみませんか？ 

太陽市（おひさまいち）で 

1０/３１（土）販売予定 

過去の放送は、南海放送公式 YouTube

チャンネルの再生リストにて視聴できます。 

※8：30～12：00まで 

次回は 11/15（日）放送 

愛媛のブランド米「ひめの凜」を特集！ 

南海放送（16：15～16：30） 


